
二
〇
一
九
年
九
月
二
七
日

猿
よ
け
の
案
山
子
大
手
を
広
げ
立
つ

素

秀

教
会
の
ミ
サ
の
予
定
に
七
五
三

な
つ
き

二
〇
一
九
年
九
月
二
六
日

新
涼
の
一
湾
統
ぶ
る
鳶
の
舞

や
よ
い

二
〇
一
九
年
九
月
二
五
日

ま
な
か
ひ
に
薩
摩
富
士
見
ゆ
大
花
野

菜

　々　

鏡
池
睡
蓮
の
葉
の
も
み
づ
り
て

う
つ
ぎ

大
瓶
に
秋
の
七
草
小
料
理
屋

み
づ
き

万
物
の
影
地
に
落
と
す
良
夜
か
な

宏

虎

大
作
の
瑠
璃
色
絵
皿
秋
灯
下

満

天

二
〇
一
九
年
九
月
二
四
日

偕
老
の
お
揃
ひ
リ
　ュ　
　ッ　
ク
野
路
の
秋

明
日
香

は
た
は
た
の
詠
め
と
ば
か
り
に
高
跳
び
す

う
つ
ぎ

名
園
の
八
景
め
ぐ
り
秋
惜
し
む

満

天

曲
水
に
似
し
小
流
れ
や
水
の
秋

う
つ
ぎ

二
〇
一
九
年
九
月
二
三
日

初
物
よ
と
て
栗
ご
飯
供
へ
け
り

う
つ
ぎ

秋
風
の
通
ふ
三
和
土
や
太
柱

た
か
子

二
〇
一
九
年
九
月
二
二
日

大
空
へ
弓
を
構
へ
し
案
山
子
か
な

う
つ
ぎ

露
け
し
や
苔
に
覆
は
る
摩
崖
仏

宏

虎

鹿

の

声

遠

く

谺

す

深

山

道

素

秀

二
〇
一
九
年
九
月
二
一
日

萩
叢
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
マ
リ
ア
像

た
か
子

近
江
路
や
左
右
に
広
が
る
苅
田
か
な

は
く
子

葛
鎧
ひ
モ
ン
ス
タ
ー
め
く
立
木
か
な

明
日
香

白
き
腹
晒
し
て
刎
ね
る
濁
り
鮒

素

秀

案
山
子
に
も
声
掛
け
て
行
く
里
の
道

う
つ
ぎ

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
九
月
二
九
日
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